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第4章の論点
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○本章の構成を確認いただく
○現行ガイドラインからの修正作業を確認いただく

論点



第4章の内容
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○第4章には、現行「PPP/PFI手法選択ガイドライン」の移植となる。
○本章は、新たに「優先的検討規程」を作成する際に参考とするもの。
○現行ガイドラインの目次構成は以下のとおり。
○時点更新の他、新ガイドライン第1章～第3章の記載と重複するところは削除する。
○また、内閣府で進められている「優先的検討規程策定の手引」「優先的検討規程運用の手
引」の見直し内容を反映させる。

１章

PPP/PFI手法の優先的検討
✓下水道事業において、従来型
の発注手法に優先し、多様な
PPP/PFI手法の導入について
検討する必要性

優先的検討規程目次（案）
✓下水道事業における優先的検
討規程の目次案を提示

総 論

２章

対象事業とPPP/PFI手法の分類・選択
✓優先的検討の対象となる事業の整理
✓適切なPPP/PFI手法の選択に向けた流れ
（フローチャート）の整理

簡易検討内容
✓前提条件の整理方法、従来型手法
（PSC）とPPP/PFI手法の簡易な費用総
額比較の方法

優先的検討規程（案）と解説

３章

優先的検討規程（案）
✓ 下水道事業における
優先的検討規程
（案）の全文

単語集
✓優先的検討規程及び
本ガイドラインで用いら
れている単語の定義等
を整理

参考資料

＝ガイドラインの位置づけ ＝PPP/PFI手法の選択方法 ＝参照資料の紹介

＜現行PPP/PFI手法選択ガイドライン各章の概要＞
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「優先的検討規程策定の手引き（内閣府）」見直しについて

※赤字は新規追加箇所

○R4年9月27日付で「PPP/PFI手法導入優先的検討規程策定の手引」が改定されたところ。
○見直された箇所について、本ガイドラインに反映する。
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「優先的検討規程策定の手引き（内閣府）」見直しについて


